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評価責任者 教育政策課長　高橋陽一教育総務課施設所管課等

指 定 期 間

施 設 名

指定管理者名

寒川町民センター・寒川町北部文化福祉会館・寒川町南部文化福祉会館

株式会社オーエンス

令和５年度　指定管理業務総括評価票（施設類型Ⅱ）
１．基礎項目

３．総括評価

施 設 所 管 課 に よ る
総 括 評 価

指定管理者選定委員会
に よ る 意 見

公民館の利用は新型コロナによる減少から年々順調に回復している。公民館講座から新たなサークル結成を促したり、利用年代にあわせた柔軟な
対応に努めていることは高く評価できる。公民館のフリーWi-Fiを使用して、zoomと対面のハイブリット会議ができる場所があってよかったとPTA役員
からの声を聞いたり、夏休みに学習室開放など良いサービスを行っているが、利用が少なかったことから、もっと知ってもらうための周知強化が必
要。指定管理者が特徴ある事業として注力している参加体験型イベント「だがしや楽校」は年々参加者が増え、親子も多く、事業が浸透してきたこと
が感じられる。

労務関係書類で修正を要する箇所があるため、引き続き、指定管理者には適正な指導・監督をお願いした
い。

○

事業の対応に問題発生。相手側に当日中に謝
罪を行い、今後同様のことが発生しないよう対策
する旨報告があった。

○
○

○

R５年度から講座アンケートに町公式ＬＩＮＥ登録
の有無を確認する項目も入れている。

事業運営 利用者や地域住民等との連携が図られている。

利用団体等の活動のための支援が行われている。

サービスの向上や利用の促進に向けた取り組みを積極的に行っている。

自ら目標を設定し、達成に向けた取り組みを積極的に行っている。

収 支 状 況

財 務 状 況 安定的な指定管理業務を継続可能な、健全な財務状況を確保している。

○

そ の 他

○
○

令和9年3月31日令和4年4月1日 ～

売上と小口運用資金の2種類の口座を開設し、
資金管理を行っている。
小口運用資金は、館ごとで出納帳を作成し、月ご
とに集計を行っている。

○

新型コロナウィルスが5類に移行し、公民館利用
団体数は感染前のレベルまで回復した。利用者
数も伸びてはいるが、感染前のレベルまでには
達していない。高齢化等によるサークル会員数
の減少が大きな要因で、新規会員の獲得、新
サークル立ち上げを進める。

直営時の委託先を維持し、修繕・物品購入等で
町内企業の活用に努めている。

職員が必要時に確認できるよう、関係法令等を
一元管理している。

ファイルにはパスワードを付与し、書類は施錠付
きキャビネットで保管している。

平成29年度以降の請求事例はないが、規程に
沿って情報公開を行う。

計画にない突発的な修繕についても、可能な限
り速やかに対応している。

町と連絡調整を図りながら業務を遂行し、各種報
告書も遅滞なく提出している。

令和6年度に、神奈川県警音楽隊の協力による
避難訓練コンサートを計画している。

現金での支出は出納帳で管理し、請求書での支
出は本社経理部で行っている。現金での物品購
入ではクレジットカード、ポイントカードの使用しな
いことの徹底に努める。

町民センターおよび南部公民館のエレベー
ター基盤、コイル交換修繕をはじめ、南部
公民館の冷温水発生器修繕、北部公民館
の外壁爆裂部修繕等を行った。経年劣化
に伴う修繕は今後増える見込みで、利用者
が安全・快適に使用できるよう施設の維持
管理に努める。

○ ○

○ ○

南部・夜間職員1名の退職に伴い、1月から
後任職員を採用した。町民センターおよび
北部でも夜間職員各1名が3月で退職とな
り、後任職員は既に採用済み。

評価基準
総括評価

○

△

二次評価
施設所管課による評価のポイント

職員の退職・採用など迅速かつ適切に運営
に係わる人員体制が確保されている。
研修でSNSの活用法など時宜にあう実践的
な内容も取り入れている。

町内事業者の活用など適切に実施されてい
る。委託業者の変更について、町に相談の
上、代替業者と速やかに契約手続きが行わ
れた。

関係法令等を一元管理、遵守し、適切
に業務を実施している。

個人情報保護研修を職員全員が受講
しており、適切に実施されている。

適切に実施されている。

適切に実施されている。

適切に実施されている。

適切に実施されている。救急車要請の場合
も職員が落ち着いて対応ができている。

光熱水費について年度途中から相談あり。
適切な経理事務、予算執行が行われてい
る。小口現金で物品等を購入した際に個人
のクレジットカード使用やポイント付与を受
けている領収書があった。

○

連 絡 調 整

○

事業計画書等に則り、適正な予算執行を行っている。

収支に関する書類を整理し、適切な経理事務を行っている。

外部委託を行う際は、寒川町内の企業の活用に努めている。

○

情 報 公 開

適切な執行体制を備えており、収支状
況についても適正である。

適切に施設の維持管理がなされており、利
用者が気持ちよく利用できる環境を整えて
いる。エレベータやエアコン修繕など利用者
に不便をかけることなく速やかに対応でき
た。以前より要望の多かった分室の古い机
を新たな机に順次入替を行っている。利用
者の安全を考え、トイレ緊急呼び出しボタン
を市販品を工夫し、安価に設置できたことは
評価できる。

利用団体数は年々回復傾向であり、新たな
サークル育成にも積極的に取り組んでい
る。オンラインによる施設予約は若い世代
には利便性が高いが、操作が苦手な高齢
者には職員が入力サポートをするなど、幅
広い利用者に対応する体制ができている。

適切に実施されている。

問題発生後に迅速に謝罪対応と所管課へ
の報告が行われている。事業対応への不
備は問題点を確認し、改善につなげる。

利用者アンケートは各館約100件、合計406
件の回答を得て、多くの利用者の意見を聴
取できた。第三者機関に分析を委託し、総
合満足度が各館90％超で高い評価を得た。

○

○

○

北部、南部公民館の登録団体が施設利用
の抽選申込をするためにはオンライン手続
きが必要だが、高齢者の団体で入力作業
が困難な場合は公民館職員が入力のサ
ポーをトするなど柔軟に対応している。

○○

○

○

○

△

２．総括評価（個別項目の評価）

法 令 等 遵 守 法令、条例等に基づき、業務を実施している。 ○ ○

経 理 事 務

事業計画書に即した人員を適正に配置している。
業務に必要な資格、経験等を有する人員が確保されている。
労働法規等を遵守し、業務従事者等の労務管理を適正に行っている。
業務実施に必要となる研修等を実施している。

外部委託を行う際は事前に町の承認を受け、適切に実施している。

評価項目
２月

モニタリング結果
主な指摘事項と対応状況等

事故、災害等の緊急時における連絡体制が確保されている。

緊急時のマニュアル等が整備され、訓練等も実施している。

・令和5年10月1日の神奈川県最低賃金改
定にあわせて、対応済。
・指定管理者として、SNSの活用方法に関
する実践的な研修を実施。

○
○
○

◎
○
○

要望の多かった町民センター分室の古い
机をキャスター付の軽量な机を新規購入
し、順次入替を行った。
南部公民館トイレ個室の緊急呼び出しボタ
ンを市販器機を購入し、職員で設置した。

一次評価
（指定管理者による振り返り）

収支予算書に対し、適正な収支状況を確保している。

電気、ガス使用量の価格上昇により今年度も予
算超過する見込み。小口現金で物品等を購入し
た際に個人のクレジットカード使用やポイント付
与を受けている領収書があった。

○ ○

○

言葉遣い、態度、服装等、適切な接遇を実施している。
利用料金の徴収を適切に行っている。
事業計画書に則り、受託業務を実施している。

施設の設置目的に合致した自主事業を実施している。

ホームページの管理等、必要な情報提供を適切に行っている。

苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応している。

苦情、要望等を整理し、遅滞なく町に報告している。

ごみの適切な分別収集と減量化を図っている。

個人情報保護に関する規程が整備されている。
個人情報の漏洩・紛失等のないよう、対策を講じている。

南部公民館のエレベータ点検委託が部品
供給困難の理由で業者側からの申し出に
より12月末で契約解除。町に相談の上、１
月から新たな業者に変更対応済。

小規模修繕など迅速に対応し、案件ごとに見積
書、請求書、作業報告書をまとめて管理してい
る。

○
○

書き初め大会表彰式時、対応の不手際による問
題が発生した。再発防止の徹底を図っていく。

A3版2つ折り4ページであったアンケート用紙を3
ページに変更し、回答漏れを防ぐ改善を図った。

点検、修繕等に関する記録が適切に保管されている。
各種報告書等を遅滞なく町に提出している。
町所管課や関係団体等との連絡調整を適切に行っている。

仕様書等に従い、ごみの資源化・減量化等、環境への配慮に努めている。

利用者アンケート 利用者アンケート調査を実施し、利用満足度やニーズ等の把握に努めている。

執 行 体 制 指定管理業務専用の口座、帳簿等を用意し、適切な執行体制を備えている。

○

○

○
○
○
○

○
○
○

利 用 者 対 応 ○
○

環 境 配 慮

○

管 理 記 録

情報公開に関する規程が整備されている。
協定書等に従い、情報を適切に管理、公表している。
業務日誌等の記録を適切に整備・保管している。

○

○

○

○

条例等で定められた、開館日・開館時間等を遵守している。
必要な修繕等を適切に行い、町に報告している。

施設の使用状況等を集計し、利用者数、稼働率等は適正な水準にある。

施設の利用許可、案内等を適切・迅速に行っている。
利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。
利用者の安全確保のために必要な対策を講じている。

仕様書等に従い、清掃・警備・環境衛生管理を適切に行っている。
仕様書等に従い、施設・設備・備品の保守管理を適切に行っている。
仕様書等に従い、施設の防火管理を適切に行っている。

○○
○

○

○
○

○

９月
○ ○

施設維持管理

苦 情 等 対 応

人 員 体 制

収
支
状
況
等

指
定
管
理
業
務
の
内
容
・
水
準

指
定
管
理
業
務
の
実
施
体
制

緊 急 対 応

外 部 委 託

個人情報保護

○
○
◎

○

○

○
○

○

○
○

○

○

○

○

○

◎

○

○

○

○
○

○
○
○
○
○ 利用者から救急車の要請が入ることもあるが、

訓練を実施していることもあり、緊急時も落ち着
いて対応できている。

○

○
○

○

○

講座のWEB申し込みが利用者に浸透したことも
あり、青少年対象事業の申込者が増加し、定員
の3倍を超える事業もあった。三井住友海上文化
財団の主催する金管十重奏によるコンサートを
招へいし、廉価での鑑賞機会を町民に提供す
る。終演後、出演者による演奏指導も行い、町内
中学校吹奏楽部員も多数参加し、演奏技術の向
上に寄与する。

◎

各館で多数の講座・イベントの提供ができ
た。シニア女性の利用がこれまで多いこと
から、親子や男性向けの講座を企画し、新
たな利用者開拓に取り組んでいる。申込の
HPからの申込フォームは利便性が高く、夏
休みの青少年対象事業は定員の2～3倍の
申込のある講座が多数あった。町LINEによ
る情報発信も活用し、申込者が増加した等
の効果が見られる。地域団体のほか、企
業、県、大学など多様な主体と連携し、町民
に新たな学びの機会を提供している。

○ ○
○ ○
◎
○

◎
○

・講座の申込フォームの導入により、とくに青少
年対象の申込者数が増加した。シニア向けは申
込フォームを用意しても、窓口、電話での申込が
多いため、対象により柔軟に使い分ける。
・今年度の新たな取組として、夏休みに空いてい
る部屋を学習室として開放。利用できることが町
民に浸透していないためか、あまり多くの利用は
なかったが、必要とする声もあることから、来年
度も継続する。

【評価区分】

◎（優良）：仕様書・協定書等を遵守しながら、その水準以上の優れた内容で管理業務を行っている。

○（良好）：仕様書、協定書等を遵守し、概ねその水準どおりの内容で管理業務を行っている。

△（要改善） ：仕様書、協定書等を遵守しているものの、管理内容の一部に課題があり、改善を要する。

×（抜本的見直し） ：仕様書、協定書等を遵守しておらず、指導のうえ、管理内容を抜本的に見直す必要があ

る。


